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1.感染症の病理と免疫
司会z 桑田次男卦
感染という現象はかつてJIl喜田名誉教授が指摘した通
り，人体に対する自然のゆさぶりであり，感染病という
病的現象に免疫学がはじめてその問題を見出し，感染病
の解析が重要な生物学原理の発見の手がかりを提供し
た。抗生物質や化学療法剤の発展以来，種々の感染病の
治療が比較的容易になってきた反面，菌交代症や薬剤耐
性菌の出現が新らたな問題を呈している。
「感染症の病理と免疫」の主題のもとに，今回は寄生
虫感染症からウイルス感染症にいたる問題のいくつかを
選んで， 5人の演者に下記の通りの発表をして頂いた。
主題をめぐる問題は多々あるが，一つ一つの問題を深く
ほり下げることによって，広いパースペクティブが聞か
れることを望むものである。 
1-1. 寄生虫感染と免疫反応
吉村裕之(寄生虫)
寄生虫感染症診断のための免疫反応を大別して二群と
する。一群は血清学的なもので，皮内反応，補体結合反
応，沈降反応，赤血球凝集反応，寒天ゲル法 (Ouchter・ 
lony)，免疫電気泳動法，蛍光抗体法などがあげられ
る。肺吸虫症における皮内反応および補体結合反応の価
値は大きく， トキソプラスマ症などにおける赤血球凝集
反応の適用も広い。免疫電気泳動法は宿主一寄生虫関係 
(host-par ksi te relationshi p)の研究にその価値が大き
い。他の一群は生物学的反応で，その代表的なものは 
Sarles現象である。近年各種線虫感染症における本現象
の興味ある知見が報告されている。吸虫類ではその他 
microcidial immobilization test Cercarial Hulle 
Reaktion，Circunaval precipitin testなどがあげら
れる。演者の経験した臨床例，ことにアニサキス症，イ
勢千葉大学教授(微生物学)
ヌ糸状虫感染症，イヌ姻虫幼虫移行症などについてその
免疫診断法の価値について症例の紹介とともにのベる。
ト2. ぶどう球菌皮膚感染症の病態
小林章男(中検)
ぶどう球菌感染症は局所性の病巣を作るという点で，
全身性疾患たるチフス，ブ、Jレセラ，結核などと対比して
考察するとき興味深い対象といえる。
われわれの検査室で扱った臨床材料をみても，創，膿
よりぶどう球菌が最も多く分離され，これに反し血中か
らのこの菌の分離は少なく，第 6位をしめていた。この
ことからもぶどう球菌の局所性がうかがわれた。
全身疾患たるチフス，結核などの感染免疫について
は，細胞免疫が関与するなど，かなり明らかになってき
たが，ぶどう球菌疾患については不明の点が多い。
私はマウスの腹壁皮膚を使い，ぶどう球菌皮膚感染に
ついて検索した。その結果，この皮膚感染では初感染後
早期 (6時間後)に感染防御機構が生じ，これは非特異
的で，多核白血球の急速な動員による菌塊の被包による
ものであることが分った。初感染後おそく発生する防御
機構は，循環抗体によるもので，ぶどう球菌の放出する 
α・hemolysinを中和し，皮膚の壊死を防ぐが，攻撃細
菌そのものには作用しないことが分った。
この感染症において，ではなぜ少数でも敗血症がみら
れるのか。小児にみられる「とびひ」はどのようにして
惹起されるのか，さらに検索を加えたいと思っている。
ト3. 感染発症における宿主側要因の解析
藤原喜久夫(腐研)
一般に，食中毒，消火器系感染症の集団発生に際して
は，学校給食による食中毒の発生例においてもしばしば
認められるように，その原因食の摂取条件がほぼ同様で
あっても，その全員が発症することはまれであり，通常
